
ご
み
処
理
の
方
向
性
は

地
域
医
療
の
提
供
体
制
の
充
実
は

鴻 

創 

会（
50
分
）

問
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
は
、
本
市
及
び

北
本
市
、吉
見
町
と
の
基
本
合
意
に
よ
り
、

本
年
4
月
か
ら
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合

で
事
務
を
実
施
し
て
い
く
が
、
今
後
の
予

定
は
。
ま
た
本
市
は
行
田
市
に
あ
る
彩
北

広
域
清
掃
組
合
と
も
共
同
で
ご
み
処
理
を

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
埼
玉
中
部
環
境
保
全
組
合
に
構
成
市
町

か
ら
職
員
を
派
遣
し
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
事
業
の
根
幹
と
な

る
計
画
を
策
定
し
、
1
日
も
早
い
新
ご
み

処
理
施
設
完
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。
ま

た
現
在
、
吹
上
地
域
の
ご
み
は
行
田
市
に

あ
る
彩
北
広
域
清
掃
組
合
で
処
理
し
て
い

ま
す
が
、
本
市
分
の
ご
み
処
理
量
の
負
担

金
額
が
高
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
令
和
２

年
３
月
に
行
田
市
長
に
対
し
、
負
担
金
見

直
し
の
要
望
書
を
提
出
し
、
３
年
１
月
か

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
社
会
経

済
活
動
に
対
し
て
有
効
な
消
費
活
性
化

策
、
経
済
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

問
わ
が
会
派
が
推
し
進
め
て
き
た「
鴻
巣

市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
」が
令
和
4
年
4
月
1
日
に
施
行
さ

れ
る
。
本
条
例
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
活
性

化
は
。

答
経
営
力
の
向
上
や
将
来
、
経
営
革
新
計

画
等
の
策
定
を
希
望
す
る
事
業
者 

・ 

経

営
者
に
対
し
て
、
中
小
企
業
診
断
士
や
社

会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
派
遣
や
相
談

事
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
が
行
っ
て

き
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

派
遣
回
数
の
追
加
分
を
補
助
し
、
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
市
内

で
創
業
を
志
す
人
に
対
し「
起
業
家
支
援

事
業
補
助
金
」と
し
て
、
新
規
開
設
に
係
る

設
備
や
備
品
等
の
購
入
費
、
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
広
告
宣
伝
費
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
で
、
初
期
投
資
の
負
担
を
軽

減
し
、起
業
者
の
意
欲
喚
起
を
促
し
ま
す
。

　
包
括
協
定
締
結
先
の「
も
の
つ
く
り
大

学
」と
連
携
し
、
事
業
者
が
直
面
す
る
課
題

や
問
題
点
を
調
査
、検
証
し
、解
決
の
た
め

提
言
等
を
し
て
い
き
ま
す
。
商
店
街
の
状

況
や
問
題
が
可
視
化
さ
れ
整
理
さ
れ
る
こ

と
で
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
提
案
へ
の
取
組

子
育
て
と
教
育
の
連
携
し
た
施
策
展
開

公 

明 

党（
30
分
）

ら
は
８
回
に
わ
た
り
協
議
し
て
き
ま
し
た

が
、
合
意
が
見
い
だ
せ
ず
、
協
議
が
停
滞

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彩
北
広
域
清
掃
組

合
に
お
け
る
行
田
市
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
組
合
か
ら
の
離
脱
を
含
め
、
新
た
な

方
向
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
地
域
医
療
の
提
供
体
制
の
充
実
は
、
大

変
重
要
で
あ
り
、

市
民
の
関
心
も
高

い
も
の
と
思
う

が
、
加
須
市
に
開

院
予
定
の
済
生
会

加
須
病
院
と
の
今

回
の
協
定
締
結
の

内
容
と
第
三
次
救
急
医
療
体
制
の
整
備
に

係
る
補
助
金
の
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

答
済
生
会
加
須
病
院
に
は
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
指
定
を
目
指
し
、
積
極
的
な
重

篤
患
者
の
受
入
れ
と
、
本
市
の
救
急
医
療

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
及
び
そ
の
安
定
か

つ
継
続
し
た
運
営
に
も
努
め
る
こ
と
な
ど

を
求
め
、
本
市
は
加
須
病
院
が
提
供
す
る

第
三
次
救
急
医
療
の
推
進
に
対
し
て
、
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
本
市
の
医

療
課
題
で
あ
る
救
急
医
療
、
入
院
が
で
き

る
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
診
療
科
目
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
、
な
ど
と
し
ま
し
た
。
こ
の

三
次
救
急
、
い
わ
ゆ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ 

ー
は
、命
に
係
わ
る
重
篤
患
者
を
受
入
れ
、

高
度
な
救
命
医
療
を
提
供
す
る
も
の
で
、

実
現
す
れ
ば
、
本
市
に
と
っ
て
は
、
最
も

近
接
す
る
三
次
救
急
医
療
機
関
と
な
り
、

交
通
の
便
も
よ
く
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
短

時
間
で
の
搬
送
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

〇
そ
の
他
の
質
問　

◦
市
政
の
新
た
な
方
向
性

◦
笠
原
小
学
校
跡
地
利
活
用

◦
小
・
中
学
校
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

◦
財
政
状
況
と
今
後
の
見
通
し

◦
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
と
今
後 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

条
例
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
の
活
性
化

こ
う
の
す
自
民（
30
分
）

問
感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
取
組
は
。

答
国
や
県
と
連
携
し
、
感
染
拡
大
防
止
を

最
優
先
課
題
と
し
て
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
早
期
接
種
完
了
と
5
歳
か
ら
11
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

国
か
ら
本
市
に
対
し
約
4
億
円
の
交
付
限

度
額
が
示
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
臨
時
交
付
金
等
を
活
用

し
、
学
校
や
公
共
施
設
等
の
感
染
症
対
策

　
３
月
定
例
会
で
は
、
市
長
が
令
和
４
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
説
明

し
、
そ
れ
に
対
し
各
会
派
の
代
表
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

�

※
質
問
時
間
は
、
10
分
＋
会
派
人
数
×
５
分
で
す
。

代
表
質
問

代
表
質
問

市
長
の
施
政

市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る

方
針
に
対
す
る
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り
、
大
型
複
合
遊
具
・
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
く
遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
・
健
康
遊
具
・
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗

装
等
、
各
所
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
公
園
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

市
長
5
期
20
年「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
業
」の
基
本
姿
勢
下
で
の
成
果
と
は

チ
ー
ム
コ
ス
モ
ス（
25
分
）

問
市
政
に
お
い
て
19
年
半
の
歳
月
を
経
た

が
、
総
合
病
院
の
誘
致
に
失
敗
し
、
３
市

で
構
成
さ
れ
た
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源

組
合
の
管
理
者
と
し
て
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
建
設
に
も
市
長
は
失
敗
し
、
市
政
の

根
幹
を
な
す
事
業
を
頓
挫
さ
せ
て
し
ま
っ

た
現
状
を
鑑
み
る
と
、
市
政
と
し
て
や
れ

る
こ
と
は
や
り
き
ら
れ
た
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。
も
う
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
し

て
、
市
民
に
提
供
す
る
大
局
的
な
施
策
を

講
じ
る
こ
と
は
次
の
担
い
手
に
委
ね
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
平
成
14
年
8
月
の
市
長
就
任
以
来
、「
行

政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
」と
の

固
い
信
念
の
下
、
市
民
の
視
点
に
立
ち
な

が
ら
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
様
々
な
施

策
や
事
業
の
積
極
的
な
展
開
を
通
じ
て
、

満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
17
年
10
月
の

１
市
2
町
の
合
併
に
お
い
て
は「
3
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
と
速
や
か
な
一
体
性
の

確
立
」を
私
の
使
命
と
し
た
う
え
で
、
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
財
政
的
に
有
利
な

問
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地

方
創
生
に
資
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の

提
案
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
提
案
は
、
令

和
４
年
度
全
庁
的
検
討
、
５
年
度
事
業
開

始
を
目
指
し「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」や「
花
や 

緑
」等
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
経
済
・

社
会
・
環
境
を
繋
ぐ
統
合
的
取
り
組
み
に

よ
る
新
た
な
価
値
創
出
を
実
現
し
ま
す
。

問
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向

け
た
脱
炭
素
推
進
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
令
和
３
年
10
月
１
日「
鴻
巣
市
ゼ
ロ
カ 

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
表
明
し
ま
し
た
。

今
後
、地
球
温
暖
化
と
い
う
課
題
に
対
し
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
孤
独
孤
立
・

貧
困
対
策
、
更
に
い
じ
め
・
不
登
校
等
、

子
育
て
と
教
育
の
連
携
し
た
施
策
展
開
は
。

答
ま
す
ま
す
深
刻
化
、
複
雑
化
す
る
子
ど

も
や
家
庭
の
問
題
に
対
し
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
が
情
報
共
有・連
携
強
化
し
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
寄
り
添
っ
た
き
め

細
や
か
な
支
援
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
で
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

問
新
た
な
憩
い
の
場
と
な
る
大
間
近
隣
公

園
整
備
計
画
は
。

答
令
和
５
年
度
開
園
を
目
指
し
ま
す
。
富

士
山
や
秩
父
連
山
、
荒
川
河
川
敷
を
眺
望

で
き
る
鴻
巣
地
域
西
側
の
拠
点
公
園
で
あ

を
通
じ
て
、
本
市
の
道
の
駅
に
対
す
る
考

え
方
を
し
っ
か
り
と
示
し
ま
す
。
ま
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

内
に
は
選
定
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

少
人
数
学
級
小
規
模
校
の
良
さ
を
活
か
し

地
域
と
と
も
に
子
ど
も
達
に
真
の
教
育
を

日
本
共
産
党（
20
分
）

問「
鴻
巣
市
適
正
配
置
等
審
議
会
」へ
の 

諮
問
原
案
で
あ
る
、
令
和
10
年
度
ま
で
に

18
校
の
小
学
校
を
13
校
に
す
る
こ
と
は
、

施
政
方
針
の「
未
来
を
ひ
ら
く
人
材
を
育

て
、
確
か
な
学
び
と
文
化
が
根
付
く
ま
ち

づ
く
り
」に
逆
行
す
る
の
で
は
。

答
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
小
規
模

化
す
る
学
校
、
逆
に
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
人
口
増
加
に
伴
い
大
規
模
化
が
予

想
さ
れ
る
学
校
、
学
校
規
模
に
よ
る
偏
り

は
広
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
内

の
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
、
一
定
の
水
準

の
教
育
を
行
う
こ
と
が
義
務
教
育
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
改
め
て
適
正
配

置
に
取
り
組
む
こ
と
が
解
決
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
お
け
る

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」は
。

答
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
目
標
の 

設
定
や
削
減
方
策
の
検
討
・
修
正
等
を
行

う
予
定
で
す
。
市
民
や
事
業
者
へ
具
体 

的
な
見
通
し
を
示
す
と
と
も
に
、
脱
炭 

素
社
会
の
実
現
に
挑
戦
し
や
す
い
環
境
を

作
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

合
併
特
例
債
等
を
最
大
限
に
活
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
社
会
基

盤
整
備
を
重
点
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、
人

件
費
の
圧
縮
や
重
複
し
た
事
業
の
統
合
な

ど
、
行
財
政
の
効
率
化
を
進
め
、
新
市
建

設
計
画
の
実
現
と
健
全
な
財
政
運
営
の
両

立
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
の
発
展
を
可
能

に
す
る
新
市
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

道
の
駅
整
備
事
業

か
い
え
ん
た
い（
20
分
）

問
管
理
運
営
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
の

考
え
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
道
の
駅
は
本
市
の「
地
方
創
生
の
拠
点
」

に
な
る
施
設
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

道
の
駅
を
核
と
し
て
地
域
全
体
の
魅
力
向

上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
管
理
運
営
の
方
向
性
と
し
て
は
、

公
の
施
設
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
に
加

え
、
本
市
の
地
域
資
源
が
最
大
限
活
か
さ

れ
、鴻
巣
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
、

地
域
に
溶
け
込
み
地
域
と
共
に
賑
わ
い
を

創
っ
て
い
く
こ
と
、
多
く
の
人
が
何
度
も

訪
れ
る
こ
と
で
、
経
営
的
に
も
安
定
・
発

展
し
て
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
募

集
時
に
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
管
理
運
営
候
補
者
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
本
市
が
求
め
る
道
の
駅
に
つ

い
て
、
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
反
映
さ
せ

た
提
案
を
審
査
・
比
較
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
募
集
資
料
な
ど
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